
新

刊

批

評

暉
峻
義
等
氏

『
人
的
資
源
研
究
』

と
岡
崎
交
規
氏

『
國
民
生
活
と

國
民
禮
位
』

南

亮

三

郎

長
期
封
戦
の
時
局
下
に
お
い
て
特
に
國
民
饅
位
の
問
題
が
朝

野
の
關
心
を
集
め
つ
、
あ
る
折
柄
、
二
人
の
優
れ
た
る
研
究
者

に
よ
つ
て
ほ
Ψ
同

一
方
向
を
目
指
せ
る
二
つ
の
好
著
が
相
次
い

で
現
は
れ
た
の
は
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

一
は
日
本
勢
働
科

學
研
究
所
長
馨
學
博
士
曜
峻
義
等
氏
の

『
人
的
資
源
研
究
』
(昭

和
+
三
年
剛
月
、
改
造
祀
刊
、
四
六
列
三
九
八
頁
)、
二
は
彦
根
高
商

教
授
経
濟
學
博
士
岡
崎
文
規
氏
の

,『
國
民
生
活
と
國
民
膿
位
』

(
昭
和
+
三
年
四
月
、
干
倉
害
房
刊
、
窮
列
二
九
究
頁
)
で
あ
る
。
順
序

は
標
題

に
示
す
所

と
逆

に
な
り
、

又
紹
介

に
偏
頗

を
來
た
す
虞

れ
は
あ
る
が
、

人

口
研
究

の
上
か
ら
は
岡
崎
博
士

の
勢
作

の
方

が
よ
り

轍
般
的

で
あ

る

の
で
先
づ

『
國

民
生
活

と
國
民
艦
位
』
.

か

ら
始

め
よ
う
。

闘

 

『
図
民
生
活
と
國
民
艦
位
』

は

「
明
滑
維
新
以
來
の
我
が
國

の
産
業
の
嚢
展
、
人
ロ
の
増
加
、
生
活
水
準
の
向
上
及
び
人
口

問
題
上
並
に
枇
會
問
題
上
の
各
種
の
悩
み
と
其
の
鋤
策
の
概
況

を
統
計
資
料
に
基
い
て
批
制
的
に
叙
詮
し
た
も
の
」
(序
二
頁
)

で
、
明
治
以
後
の
人
ロ
増
加
、
明
治
以
後
の
産
業
嚢
展
、
我
が

國
民
の
生
活
水
準
、
人
口
問
題
と
そ
の
封
策
、
枇
會
問
題
と
滋

會
事
業
、
我
が
國
民
生
活
の
將
來
、
の
六
章
か
ら
成
つ
て
ゐ

る
。
取
扱
ひ
の
範
園
は
廣
汎
で
あ
る
に
拘
ら
す
頗
る
要
を
得
た

る
且
つ
適
切
な
る
叙
述
を
各
種
の
問
題
に
與

へ
て
、
透
明
な
る

理
解
を
護
者
に
期
し
且
つ
こ
れ
を
果
し
た
る
著
者
の
心
構

へ
と

手
腕
と
は
敬
服
に
堪

へ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第

一
章
で
は

「
明
治
以
後
の
人
ロ
檜
加
」
を
統
計
的
に
読
明

し
、

「
こ
の
増
加
の
趨
勢
は
全
國
に
亘
つ
て
均
等
に
現
は
れ
て

暉
峻
義
等
氏

『
人
的
資
源
研
究
』
と
岡
崎
丈
規
氏

『
國
民
生
活
と
國
民
髄
位
』

(
南
)

一
九
五



●

ゐ
る

の
で
は
な
く
、
人

ロ
の
増
加
牽
は

、

人

ロ

一
萬

以
下

の
町

村

に
於

て
最
も
少
く
、

都
市
殊

に
大
都
市

に
於

て
著
し

く
大

で

あ

る
」

こ
と
、

そ
し

て
こ
の
大
都
市

の
膨
脹
は

コ

方

そ

の
附

近
市

町
村
の
併
合

と
、

他
方
人

口

の
都
市
移
入

に

よ

る

も

の

で
L
、
都
市
産
業

の
爽
展

の
結
果

と

し

て
釜

々
激

し
く
な
る
こ

の

「
都
市

に
於

け
る
人

ロ
の
密
集

に
よ

つ
て
、

解
決
を
要
す

ぺ

き
住
居
問

題
及
び
人

ロ
問
題

が
稜
生
す

る
」

所
以
を
指
摘
す
る

(
一
六
i

一
七
頁
)
。
績
く
第

二
章

は
、
右

の
人

ロ
増
加

と
表
裏

の

關
係

に
あ

る

「
明
治

以
後

の
産
業
嚢

展
」

の
概
観

で
、

農
業

・

工
業
∵

商
業

・
交
通
業

の
各
部
門

に
つ
き

詳
細

な
統
計

的
親
察

を
與

へ
る
。

護
者
は

こ

、
で
明
治

以
後

の
我
が
産
業

が
各
種
部

門
を
通
じ

て
如
何

に
長
足
の
i

著
者

の
繰
返

へ
す

言
葉
で

は
、
如
何
に

「
驚
歎
す
べ
き
」
～

嚢
展
を
途
げ
た
か
を
學
ぴ

得
る

の
で
あ

る
。

第

三
章

「
我

が
國

民

の
生
活
水
準
」

は
正
に
こ
の
驚

歎
す

べ

き
産
業
爽

展

が
人

ロ
の
側
面

と
如
何

に
關
聯
す

る
か
を
設

く
部

分

で
あ
る
。

著
者

は
こ

、
で
國

民
所
得

と
賃
銀
指
数

と
の
封
照

的
考
察

か
ら
、

「
國

民
所
得
総

額
は

明
治
三
十
三
年

よ
り
昭
和

五
年

に
至

る
期
間

に
於

て
名
目
的

に
は
約

一
四

・
五
倍

、
實
質

的

に
は
約

八
倍

の
増

加
を
な

し
て
ゐ
る
」

に
封

し

て

「
賃

銀
は

一
九
六

同

一
期
間
内

に
、

名
目
的

に
は
約
四
倍
牛
、
實

質
的

に
は
約

二

倍
牛

の
増

加
を

示
し

て
ゐ
る
に
過
ぎ

な
い
L

こ
と
を
指
摘

し
、

次

の
如

き
注
意
す

べ
き
論
噺
を
與

へ
る
。

曰
く
、

「
斯
く

の
如

く
賃

銀

の
増
加
率

が
國

民
所
得

の
増

加
率

に
遙

か

に
及
ば
な

い

と
言

ふ
こ
と
は

、

増
加
せ
る
國

民
所
得
が
國

民
全
般

に
封

し
て

卒
均
的

に
分
配

さ
れ

る
も

の
で
な

い
こ
と
を

曙

示
し

て
ゐ
る
。

増
加

せ
る
國
民
所
得

が
國

民
の
聞

に
平
等

に
分
配

せ
ら
れ
る
も

の
で
な

い
と
す
れ
ば

、

こ

、
に
於

て
貧
富

の
懸
隔

が
生

じ
、
設

へ
賃
銀
が
名
目
的

の
み
な
ら
す

實
質
的

に
も
増
大
す

る
と
し

て

も
、
肚
會
階
級
間

に
於

て
、

之
を
相
封

的

に
見

る
場
合
、
勢
働

大
衆

の
肚
會

的

・
経
濟
的
地
位
は
低
下

の
趨
勢

を

示
す
も

の
で

あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
」
(
=

七
頁
)。

か

く

て
著
者

は
勢
働
大
衆

の
生
活
内
容
を

統
計

局

の
家
計

調
査
か

ら
探
索

し

つ

玉
、

「
勢
働
者
階
級
は
、

文
化

の
稜

達

せ
る
今

日

に
於

て
も
文

化
肚
會

の
領
域
外

に
追

ひ
や
ら
れ

て
、

殆
ん
ど
手

よ
り

口

へ
の
生
活

に
絡
始

し

て

ゐ

る

の

で
は

な

い
か
」

と
読

き
、

「
我

が
國
家
を
構
成
し

て
ゐ
る
國

民

の

一
部

が
斯

く

の
如

き
生
活
歌
態

に
あ

る
と
言

ふ
こ
と
は
、

肉
艦
的

に
言

つ
て
も
、

ま
た
精
棘

的

に
言

つ
て
も
、

國
家
全
禮

の
繁
榮

上
ま

こ
と

に
憂

慮
す

べ
き

こ
と

で
あ
る
。

我

が
國

の
人

口
問
題
上
及

び
肚
會
問

'



題

上
の
多

く

の
悩

み
は
,

か

」
る
杜
會
階

級

の
間
か
ら
主

と
し

て
獲
生
す

る
も

の
で
あ

る
と
言
は
な

け

れ

ば
な
ら
な

い
。
」
(
一

二
五
頁
)
と
論
・す
る
o

第

四
章

「
人

ロ
問
題
と
そ

の
封
策
」

が
主
と
し
て
人

ロ
統
計

上

の

「
問

題
」

で

あ

る

こ

と

は

著
者

の
專
門

よ
り
し

て
至
極

當
然

で
あ
ら
う
。

即
ち
先
づ

「
人

ロ
自
然

増
加

の
内
容
」

を
検

討

し
て

「
最
近

、
出

生
奪

が

減
少
し

つ

」
あ
る
に
拘

ら
す

、
人

口
の
自
然
檜
加
率

が
な
ほ
相
當

の
高

さ
を

維
持
し

て
ゐ
る
所
以

の
も
の
は

、

全
く
最

近

に
於
け
る
死
亡
率

の
減
少

に
起
因

し
て

ゐ
る
も

の
と
断
定
」
し

(
一
四
三
頁
)
、

こ

の
出
生
率

の
減

少

に

封

し
て
影
響
を
及

ぼ
し

つ

」
あ
る
も

の
と

思
は
れ

る

「
婚

姻
率

の
減
少
並

に
婚
姻
年
齢

の
上
昇

が
軍

に

一
時

的
現
象

で
は
な
く

て
、
持
績
す

る
場
合

に

は
、

結
局
、

人

ロ

の
増
加
牽

は

低
下

し

、
最
後

に
は

現
に
欧
洲
諸

文
明
國

に
於

て
拶

み
つ

」
あ

る
人

ロ
過
少
問

題
を
惹
起
す

る

危
瞼

は

十
分

に
あ

る
」
(
一
四
八
頁
)

と
警
告
す

る
。

他
方
、
我
が
國

の
高

き
死
亡
率

、
從

つ
て
短
か

き
卒
均
壽
命

に
決
定
的

役
割
を
演
す

る
も

の
と
し

て
、

い
ま
な

ほ
高
き
水
準
を

持
績
す
る
乳

兜
死
亡
率
を
取

り
上
げ
、

進

み
て

乳
見

の
死
亡
原
因
を
観
察

し
、

以
下
結
核

死
亡
率
、
法
定
傳
染

病
等

の
考
察
を
重
ね
な

が
ら
、

本
書

標
題

の

一
牛
た
る

「
國
民

胆
位
」

の
問
題

に
移

る

の
で
あ
る
。

第

五
章
は

「
肚
會

問
題
と
肚
會
事
業

」

で
、

主

と
し
て
日
本

現
行

の
肚
會
諸
施

設

に
概
観
を
與

へ
る
。

そ
し

て
最
後

が
第

六

章

の

「
我
が
國
民
生
活

の
將
來
」

で
あ
る
。
こ

瓦
で
著
者

は
立

ち
麟

つ
て
明
治
以
後

の
人

口
檜
加
を
回
顧

し
、

そ

の

「
驚

ろ
く

べ
き
増
加
率
」

の
原
因

は
多

元
的

で
あ
る
け
れ
ど
も

「
主
要
原

因

は
財
貨

の
生
産
方
法
、

生
産
技
術
並

に
経

螢
手
段

の
改
善

に

基
く

生
活
費

料

の

増
加

に
あ

つ
た
」
(
二
八
〇
頁
)

こ
と
、

し
か

し
こ

の
増
加

せ
る
生
活
資

料

の
分
配
は

「
決
し

て
準
等
的

の
も

の
で
は
な
」

か
つ
た

の
で

「
有
産
階
級

と
貧
困
階
級
と

の
間

の

肚
會

的
地
位

の
聞
隔
は
次
第

に
援
大
し

つ
玉
あ
る
」

こ
と
、
1

ー

「
こ

瓦
に
於

て

一
團

の
人

口
間

に
は

生
活
不
安

の
危

機

が
迫

り
來

た

つ
て
ゐ
る
。

勿
論
、
如
何

な
る
枇
會

に
於

て
も
人
類

の

肚
會

生
活

に
於

て
何

等
か

の
肚
會
的
困
難

の
存
在

し
な

い
場
合

は
な

い
で
あ
ら
う
。

し
か
し
我

が
國

に
於

て
は
、
近
來

、
特

に

幾
多

の
人

ロ
問
題

上
、

及
び
杜
會

問
題

上

の
悩

み
を
有

つ
て
ゐ

る
。

こ
れ

は
凡

て
貧
富

の
懸
隔

に

原
因

し
て
ゐ
る
と
は
言

へ
な

い
け
れ
ど
も
、

そ

の
中
の
多
く

の
も

の
は

一
團

の
人

ロ
間

に
於

け
る
生
活
不
安

に
原

因
し

て
ゐ
る
と
思

は
れ
る

の
で
あ
る
」
(
二

八

一
頁
)
と
論

じ
、

か

く

て
結

局
著
者

は
、

「
最

も

重
要
な
る

暉
峻
義
等
氏

『
入
的
資
源
研
究
』
と
岡
崎
丈
規
氏

『
國
民
生
活
と
國
民
髄
位
』

(南
)

一
九

七



〔
人

口
〕
政
策
は
國
民
生
活

の
安

定

に
あ
る
」

と
主
張
し
、
「
凡

ゆ

る
吐
會
贋
を
通

じ
て
國
民
全
般

が
十
分

な
る
榮
養
、

適

宜
な

る
休
息
、

必
要

に
慮
じ

て
適
切
な
る
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
出

來
、

ま

た
婚
姻
適
齢
期

に
婚
姻

し
得
る
所

の
経
濟
的
飴
力

を
有

つ
に
於

て
は
、

幾
多

の
人

ロ
問

題
上

の
機

み
の
少
か
ら
ざ

る
部

分

は
自

ら
解
決

さ
れ

る

も

の
と
思

ふ
」
(
二
八
四
頁
)
と
述

べ
て

ゐ
る
。

以
上
本
書

の
梗
概
を
記

し
た
が
、

こ
れ

に
よ
る
と
標
題

は
む

し
ろ

『
日
本
人

ロ
と
枇
會
問
題
』

と

で
も

稻
し
た
方

が
よ
り
適

切

で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な

い
。

『
國
民
艦
位
』

も
読

か
れ

て
は

ゐ
る
が
本
書

の
全
論

述
を
通
じ

て
の
重
鮎

は
む

し
ろ
、

人

口
蓮

動

と
關
聯

し
て
の
経
濟
肚
會

の
諸
問
題

の
解

明

に
置
か
れ

て
ゐ

る
と
思
は
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

本
書

の
評
債

も
亦
主
と
し

て
こ

の
黙
か
ら
行
は

る

べ
き

で
あ
ら
う
。

そ
れ

に

つ
け

て
も

一
の
感

慨
を
禁
じ
得
ざ

る
こ
と
は
、

本
書

の
前
牛

に
克

明
に
記
す

と
こ

ろ
の
日
本
産
業

の

「
驚
歎
す

べ
き
」
稜
展

と
國
民
大
衆

の
生

活

水
準
と

の
封

照
で
あ

る
。

薯
者

は
そ
こ

で
分

配

の

「
不
平
均
」

を
指
摘
し
、

杜
會

の
富
と
國
民
所
得
と

の
亘
大
な

る
増
加

に
も

拘

ら
す
國
民
大
衆

が
依
然
と
し

て
低
き

生

活
水
準
を
彷
裡

し

て

ゐ
る
様
を
描

い
て
ゐ
る
。

そ
れ

は
た
し
か

に
示
唆

に
富
む
論

述

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
他
方

著
者

は
、
本
書

か
ら
讃
み

と
ら

瞬
九

入

れ
る
と
こ
ろ

で
は
、

人

口
増

加
と
産
業

嚢
建

と
の
聞

の

「
交

互

作
用
」
を
信

じ

(
三
頁
)
、

進

み
て
は
人

口
量
そ

の
ま

、
を
も

つ

て

「
図
家

の
人
的
資
源
と
し

て
、

ま
た
そ

の
活
動
力
の
源
泉

と

し

て
」
(
二
七
九
頁
)
見

る
人

で
あ

つ
て
、

そ

の

「
人

口
問
題
封

策
」

の
基
本
線
も
亦
、

放
置
す
れ
ば
人

ロ
減

退
の
虞
れ
あ

る
出

生
率

の
近
年

の
鈍
り
を
如

何

に
し

て
食

ひ
止
め
ん
か
と
の

方
向

に
向
け
ら
れ

て
を
る
こ
と
は
前

に
見
た
通
り

で
あ
る
。

こ
の
見

解
は

し
か
し
、

か
の
國
民
大
衆

の
依
然

と
し

て
低

き
生
活
水
準

の
事
實

と
如
何

に
關
係

づ
け
ら

る
べ
き
で
あ

ら
う
か
。

賃

銀
指

数
は
と
も
か
く
、

國

民
生
活

の
實
質

に
し
て
基
本
的
上
昇

の
認

め
ら
れ
な

い
限
り
、

出

生
率

の
よ
り
以
上

の
増

大
を
期
待
す

る

こ
と
は

、

す

で
に
強
き
人

ロ
歴
を
更

に

=
厨
重
化
す
る
結
果

と

は
な

ら
ぬ
で
あ

ら
う
か
。

少
く
と
も
私
共
は

、
こ
の
生
活
水
準

の
問
題
を

め
ぐ

つ

て
経
濟

的
側
面

に

お

け

る
日
本

「
人

口
問

題
」

の
實

盟

と
そ

の
所
在

と

へ
の
、

よ
り

一
暦

立
ち
入

つ
た
解

明
を

、
本

書

の
著
者

か
ら
期
待

し
た
い
氣

が
す

る

の
で
あ

る
。

鱒
輌

 

次
に
㎎
峻
博
士
の

『
人
的
資
源
研
究
』
。

こ
れ
は
改
造
杜
の

「
職
時

・
準
職
時
経
濟
講
座
第
十

一
巻
」

と
し
て
出
さ
れ
た
も

の
だ
け
あ
つ
て
、
内
容
が
私
共
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
專
門
的



な

、
日
本
人

ロ
質

の
生
物
學
的

、

乃
至
民
族
衛
生
墨
的
研
究

に

充

て
ら
れ
て
を

る
に
拘

ら
ナ
、

時

局

に
封
慮
し

て
の
著
者

の
烈

々
た
る
氣
魂

が
全
巻
か
ら
感
得

せ
ら
れ
る
。

ま

こ
と
に
、
こ

の

や

う
な
著
者

あ

つ
て
は
じ
め

て

「
國

民
盟
位
」

の
生
物
學

的
研

究

は

一
國

の
政
治
的
識
見
を
動

か
し
、

や
が

て
實
践

に
ま
で
み

つ

か
ら
を
高
め
得

る
も

の
と
云

へ
る

で
あ
ら
う
。

本
書

は
上
編

「
國
家
人
的
資

源

の
漏
養
」
と
下
編

「
入
的
資

源
の
現
状
」
の
二
編
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
下
編
の
諸
章
ー

即

ち

「
國
民
の
健
康
歌
態
し
「
國
民
の
身
饅
並
に
精
神
の
磯
育
能
」

「
肚

丁

の
髄
力
」
「
國
民

の
食
糧
消
費
」

等

々
ー

は
、
謂
ゆ
る

入

口
質

の
具
艦
的
分
析
と
し

て
有
釜
な

も

の
で
あ

る
。

し
か
し

こ

、
で
は
そ

の
内
容

に
立
ち

入

つ
て
ゐ
る
わ
け

に
は
ゆ
か
な

い

の

で
、

主

と
し
て
上
編

の
首

章

か
ら
著
者

の
懐

持
す
る
根
本
見

解

の

一
端
を
紹
介

す
る

に
止
め
た

い
。

,

「
入
的
資
源
」

と
は
何

で
あ
る
か

、

叉
そ
れ
は
國
家

・
肚
會

の
嚢

達

の
上

に
如
何
な

る
役
目
を
演
す

る
も

の
で
あ

る
か
。

著

者

は

「
人
的
資

源
」
を
肉
饅
的
並

に
精
神

的
な

「
國
民

の
能
力
」

と
見
、

こ
の
能
力

を

も

つ
て

「
丈

化
創
造

の
基
本
的
な
動
力
」

と
解
す

る
。

「
一
國

の
文
化
は
そ

の
國

民

の
能
力

の
嚢
展
史

で

あ

る
。

從

つ
て
國
民

の
能
力

こ
そ

は

い
つ
の
時

代
、
如
何
な
る

時

期

に
於

て

も

國
民
生
活

の

支
配
力

で

あ

り

、

推
進
力

で
あ

る
」
(
六
頁
)。

然

る
に

こ
の

「
國
民

の
能
力

は

そ

の
日
常

生
活

行

動

の
主
要
部
分
と
し
て

の
職
業

的
活
動

、

一
般

に
作
業
行
動

に
於

て
こ
れ
を
認
識
す

る
こ
と
が
出

來
る
」

が
、

こ
の
作
業
行

動
は

「
國

民
が
自

ら
を
、

自
ら

の
た
め
、
,
家

の
た

め
、
肚
會
公

共

の
た
め
、

邦
家

の
た
め

に
役
立
た
せ
よ
う
と
す

る
意
志

に
基

い
て
、
そ

の
心
身

の
能
力
を
嚢

揚
す

る
」

と

い
ふ
意
味

に
お

い

て
、

「
作
業
行
動

は
人
格

の
表

現
」

と
見
る
こ
と

が
出
來

る
。

(
七
頁
)。
「
人
間

の
行

ふ
作
業
行
動

が
、

そ
の
人
格

の
表

現
で
あ

る
と
云
ふ

の
は
、

作
業

行
動

の
基
底

と
な
る
も

の
は
人
そ

の
人

の
人
格

の
構
築

で
あ

る
と
云
ふ

こ
と
で
あ

る
。

人
格

の
構
築

と

去

ふ
の
は
心
身

の
働

き
を
規

定
す

る

基
礎
構
築

を
意
味
す

る
も

の
で
、
そ
れ
は
具
饅
的

に
は
人
間

の
生
物
學
的
機
構
如
何

に
か

か

つ
て
ゐ
る
と
見

る
の
が
私

の
立
場

で
あ

る
。
」
(
九
頁
)

さ

て
か
く

の
如

き
立
場
か
ら
は
、

謂
ゆ

る

「
生
産
力
援

充
」

「
人
的
資
源

漏
養
」

の
問
題

は
軍
な

る
人

口
量

の
問
題

と
は
考

へ
ら
れ
な

い
。

「
敏
よ
り
も
質

で
あ

る
。

國

民

に
内
在
す

る
能

力

の
問
題
を
人

口
に
關
す
る
主
要
問
題

と
し
て

考

へ
る
時
代

に

な

つ
た
の
で
あ

る
」
(
=

頁
)
と
著
者

は
云

ふ
。

何

故

で
あ

る

か
。
ー

「
一
ケ
年

に
八
十
萬

づ

、
増
加
す
る

人

口
を
ど
う
さ

暉
峻
義
等
氏

『
人
的
費
源
研
究
』
と
岡
崎
丈
規
氏

『國
民
生
活
と
國
民
饒
位
」

(宙
)

一
九

九



ば

い
て
行

く
か
と
云

ふ
こ
と
、

即

ち
か
く
も
増
大
す

る
人

ロ
の

自
然
増

加

の
数
を

い
か

に
虚

理
し

て
ゆ
く
か
と

云
ふ
事
を
人

々

は
重
大
な
問
題

と
し

て
考

へ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
大
な

る
人

口
増

加

の
基
底

に
は
、

既

に
人

口
の
出
生
率
を
減
退

せ
し
め
る
原
因

が
有
力

に
醸
醜

さ
れ

つ

」
あ

る

こ

と

を
見
逃

し

て

は

な
ら
な

い
。

増
大
す
る
人

口
の
内
部

に
は
、
既

に
人

口
減
少

の
原
因

の

一
つ
と
し
て
の
出
生
率

の
減

少

の
傾
向
を

見
せ

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

数

の
問
題

は
こ

玉
に
も
人

口
増
加
、
否
も

つ
と
根
本
的

に

姫
孕
能
力

と
云
ふ
生
物
學
的
事
實

に
當
面

せ
し

め
る
。

こ
れ
は

最
早

、

数

の
問
題

で
は
な
く
、
数

の
問
題

が
質

の
問

題

に
韓

化

す

る

こ
と
を
意
味
す

る
。

即
ち

一
つ
に
は
出
生
率
を
増
加
せ
し

め
た
國
民

の
生
活
條

件
か
ら
、

出
生
率
を
減

退

せ
し
め
妊
孕
力

の
正
當
な
自
然

な
襲
揚

を
萎
縮

せ
し
め
、

内

外

の
生
活
條
件

へ

の
輔

化

の
過
程
そ
れ
自
身

が
質

的
な

意
味
を
も

つ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。

二

つ
に
は
こ
の
出
生
率

の
減
退
は

や
が

て
近

い
將
來

に

於

て
、

或

は
人

ロ
の
自
然
増
加
を
減
少
し
、
或

は
之

を
停

止
せ

し
め
る
や
う
な
事

に
な

る
か
も
知
れ
な

い
。

こ

の
情
勢

に
封
慮

し

て
、

よ
く
國
民
生
活

の
獲
展

に
適
慮

し
國
家

の
生
産
力
を
保

持
す
る
た

め
に
は
、

國

民
個

々
の
心
身

の
能
力

、
作
業
能
力

の

稜
達
を

更

に

一
辰

に
促
進

し
そ

の
活
用
を

高
め
そ

の
質
を
向
上

二
〇
〇

す

る
よ
り
外

に
最
良

の
方

策
は
な

い
か
ら

で
あ
る
。
」
(
=

責

)

然

ら
ば
作
業
能
力

は
如

何

に
し

て
昂

め
ら
れ
る
か
。

「
産
業

生
産
力

に
壌
刺
た
る
生
氣
を
蘇

へ
ら

せ
、

萎
微

せ
る
榮
働
力

に

活
氣

を
附
與

し
、

國
民
生
活

に
希

望
と
根
祇

と
を
も
た
ら
す

た

め

に
は
、

先

づ
吾

汝
は
第

一
着

手
と
し

て
國
民
各
個

の
生
物
學

的
構
築
を
完
全

に
、

立
派

に
作
り
あ
げ
る

工
作
を
進

め
ね
ば
な

ら

ぬ
」
(
】
七
頁
)
。

そ

の
た
め

に
は

「
作
業
場

で

の
生
産
的
活
動

は
勿
論

の
こ
と
、

作
業

場
外

で
の
、
自
由
時
間

に
於
け
る
勢
働

者

の
生
活

の
向

上
を
等
閑

に
附
し

て
は
な
ら
な

い
。

即
ち
言
び

換

へ
れ
ば
、

作
業

能
力

の
向

上
は
勢
働

大
衆

の
生
活

の
全
面
的

な
向

上
を
計

る
こ
と

に
よ

つ
て
初

め
て
達

せ
ら
れ

る
。

生
産

事

業
場

に
於
け

る
國
民

の
生
産
的
活
動
が
何
等
も

榮
働
大
衆

に
苦

痛

の
源
泉

と
し
、
或

は
重
歴
と
し

て
感

得
さ
れ
す

、

寧

ろ
苦
痛

の
代
り

に
愉
挽
を
、
重
塵

の
代
り

に
國

民
的
任
務

と
し
て
の
誇

を
感
得
す
る

や
う

に
あ
り
た

い
と
思

ふ
。

か
く

の
如
く
勢
働
を

組
織

し
、

か
く

の
如
く
勢
働

を
行
す

る
こ
と
が
國
民
全
髄
が
活

力
的
な
存
在

と
な

る
前
提
條
件

で
あ

る
。
」
(
一
九
-

二
〇
頁
)

著
者

は
な

ほ
次
章

に
お

い
て

「
國
民
髄
力

の
概
念
」
を
再
読

し
、
教
育

の
本

質
的
な

問
題

は
、

「
父
狙
傳
承
す

る
と
こ
ろ

の

遺
傳
的
財
産
を
し

て
、

そ
れ

が
最

上

の
作
業
能
力
を
嚢
揮
し
國



'

、

民

全
艘

が
全
面
的

に
活
力
的
存
在

で
あ
り

得
る
や
う
に
嚢
達
を

可
能
な

ら
し
め
る

こ
と
」

に
あ
る
鮎
を

指
摘
し

(
四

一
頁
)
、

次

の
如
き
剴
切
な
る
論
述
を
與

へ
て
ゐ
る
。
自

ぐ
、
「
あ
る
工
場

で

は
疲
勢

同
復

の
名

の

下

に
、

或

は

作
業

能
力

檜
進

の

名

の
下

に
、
疲
勢
し
、
生
氣
を

失

つ
た

勢

働
者

が
張
制

的
な
艦
育
を
就

業

時
間
外

に
課
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。

艘
育

は
生
命

の
悦
び
を
も
た

ね
ば
な

ら
ぬ
o

悦
び
を
艦
験
し
得

ぬ
艘

育
は
磯

育
で
は
な

い
o

艘
育

に
あ
ら
ざ
る
髄
育

に
よ

つ
て
は

作
業

能
力

の
増
進

は
期
待

し
得
な

い
。

ま
た
榮
養
状
態

の
不
良
は
精
紳
萎
縮
を
來

た
す
。

榮

養

の
不
給

は
精
紳

の
萎
縮

で
あ
る
。

精

神

の
萎
縮
す

る
と
こ

ろ

に
饅
育

の
悦
び
を
喚
起
す

る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

不
良
榮

養

と
榮
養
不
給

は
ま
つ
そ
れ
か
ら

改
善

し
な
く

て
は
作
業

能
力

の
嚢
達
は
不

可
能

で
あ
る
。

適

正
な
る
榮
養

は
適

正
な
る
環
境

で
あ
る
。

そ

の
正
し
き
環
境

の
下

に
の
み
艘
育

の
振
興
、
作
業

能

力

の
嚢
蓮
は
可
能

で
あ
る
。
」

(四
三
頁
)

上
篇

の
う
ち

に
は
な
ほ
、

著
者

の
持
論

た
る

「
義

務
敏

育
年

限

延
長

の
科
學
的
論
擦
」

が
第

三
章

に
牧
め
ら
れ

て
ゐ

る
。

こ

れ

は

「
少
年
少

女
と
も
に
十
六
歳

に
な

ら
な
け
れ
ば
、
安

ん
じ

て
外
的
勢
働

の
た
め

に

エ
ネ

ル
ギ
ー
を

使
用
出
來
な

い
こ
と
」

(出

一
頁
)
を
立
誰
し
、

山ハ
年
制

の
現
行
義
務
教
育
を
絡

つ
て
十

二
、

三
歳

の
幼
　け
な
さ
で
生
産
勢

働

に
從
事
す
る

の
は

「
生
命

の
浪
費

で
あ
り
、

生
活

の
破
綻

で
あ
る
」
(
九
六
頁
)

こ
と
を
主

張
し
た

る
力
篇

で
あ
る
が
、

下
編

の
諸
章

と
と
も

に
委
細

は
讃

者

の
研
究

に
ゆ
だ
ね
る
。

著
者

の
立
場
と
識
見

と
は
、
ほ

讐
前

掲

の
紹
述

に
表
明
さ
れ

て
ゐ
る
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

と
は

い
ふ
も

の

エ
、

本
書

に
お
け
る
研
究
方
法
が

「
生
物
學

的
」

で
あ
れ
ば

あ

る
ほ
ど
、

私
共

の
評
債
範
園
か
ら
釜

々
遽
ざ

か
り
ゆ
く

の
外

は
な

い
。

私
共

は
た

Ψ
著
者

の
永
年

に
わ
た
る

熱

心
な
る
研
究

と
、
榮
作
を
通

し
て
感
得

せ
ら
れ
る
憂
國

の
熱

情

と
に
心
打

た
れ
る

の
み

で
あ
る
。

け
れ
ど
も
謹
後

の
感
慨
は

な

い
わ
け

で
は
な

い
。

人

ロ
問
題
研
究

の
枠
内

に
あ
る
も

の
と

し

て
本
書

を
見

る
と
き
、

ま

さ
し
く

そ
れ
は
入

ロ
質

を
、

「
國

民
資
質
」
を

、

取
扱
う
た
も

の
で
は
あ

る
が
、
著
者

は
こ
れ
を

重

親
す

る
の
饒
り

、

他

の

一
面

た
る
人

口
量

の
問
題
を
消
去
す

る
が
如
き
態
度
を
表
明
し

て
ゐ
る
。

生
物
學
的
な
質

の
問
題
は

重
要

で
あ
る
に
相
違
な
く
、

叉
さ
れ
ば

こ
そ

「
國
民
罷
位
」

の

問
題

が
朝
野

の
最
大
關

心
事

の

幡
つ
と
な

つ
て
ゐ
る

の
で
は
あ

る

が
、

從
來

多
く

の
墨
者

が
経
濟
的
側
面
か
ら
論
じ
來

つ
た
と

こ
ろ
の
量

の
問
題

も
な
ほ

依
然

と
し
て
そ

の
重
大
さ
を
失

ふ
も

の
で
は
あ

る
ま

い
と
思

ふ
o

出

生
卒
の
微
弱
化

の
傾
向

は
す

で

暉
峻
義
等
氏

『
入
的
賢
源
研
究
』
と
岡
崎
丈
規
氏

『
國
民
生
活
と
國
民
髄
位
一

(
南
)

二
〇

一

の



に
日
本

に
現
は
れ

て
ゐ
る
が
、

し

か
し
人

口
の
増
加

は
す

で
に

停

止
し
た

と

い
ふ
の
で
は
な
く

依

然
と
し
て
張
大
な

る
増
加
を

途

げ
て
を
り
、

そ
し
て
將
來
な
ほ

一
暦
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
水
準

を

目
指

し
て

の
死
亡
率

の
克
服

が
企
圖

せ
ら
れ

る
な

ら
ば

日
本

人
口
の
自
然
増
加
は
1

出
生
率
が
現
在
の
趨
勢
を
持
績
す
る

と
し
て
も
ー

1
少
く
と
も
或

る
期
間
は

益

々
促
進

せ
ら
れ

る
も

の
と
も
豫
想
さ
れ
得
る
。

然
ら
ば
即
ち
、
こ

の
壇
加
す
る
人

ロ

を

如
何

に
養

ふ
べ
き

か
と

い
ふ
量

の
問
題

が
、

よ
り

一
贋
切
實

に
考

へ
ら
れ

ね
ば
な

ら
な
く
な

る
で
あ
ら
う
o

私
は
か

つ
て
小
著

『
人

口
論
稜
展
史
f
ー

日
本

に
於
け

る
最

近

十
年
間

の
総
業
績
』
ハ昭
和
十

一
年
、
三
省
堂
刊
)

の
中

で
、
生

物
學
者

・
杜
會
學
潜

の
側
よ
り
す
る

人

ロ
問
題
研
究

の
諸
成
果

に
つ
い
て
次

の
如
き
述
懐
を
洩

ら
し
た
。

そ
れ

は
直
ち

に
以

て

暉
峻
博
士

の
こ
の
新
著

に
當

て
は
め

得
る
も

の
で
は
な

い
が
、

右

に
指

摘
し
た

著
者

の

一
般
的
見
解

に

ウ

い

て

の

み

な

ら
す

個

々
の
論
策

を
通

じ
て
も

な
ほ
、

ほ

讐
相

似
た
る
感
慨
を

い
だ

く
を
禁

じ
得
な

か
つ
た
。

小
著

は
か

う

記

し

て

ゐ

る

の
で
あ

る

。
1

ぬ

も

ぬ

「
ま

こ
と

に
同
じ

一
つ
の
問
題

は
理
論
的

に

は

一
慮

個

々
別

々
の
見
地
か
ら
相

互

に
何

の
關
聯

も
な
く

設

き
進

め
ら
れ

て

い

ヘ

へ

ゐ

い
。
し
か
し
實
践
的
に
何
ら
か
の
態
度
を

一
國
の
人
口
増
減
に

二
〇

二

封

し
て
採

ら
う

と
す
る
場
合

に
は
、

理
論
的
考
察

に
際
し

て
除

斥
し
た
る
他

の
諸

見
地
を
も
併

せ

考
慮

に

入

れ

ね

ば

な

ら
な

い
。

無
條
件
的
な
人

ロ
増
加

の
縄
讃
は

、
よ
し
ん
ば
西
欧
諸
國

の
入

ロ
現
象

が
彼
等

の
將
來

に

『
暗
影
』
を
投
げ

か
け

つ

、
あ

る
と
し
て
も
、

又
よ
し
ん
ば

『
生
物
學
的
』
『
肚
會
學
的
』
研
究

が
か

」
る
現
象

の
必
然
的
到
來
を

他

の
諸

民
族

に
つ
い
て
豫

測

せ
し
め
る
と
し

て
も
、

そ

の
増
加
人
ロ
が
果
し

て
叉
如
何

に
し

て
扶
養

さ
れ
得

る
か
と

い
ふ
見
地
、

一
言

に
し

て
経
濟
的

見
地

を
顧
慮
す
る

こ
と
な
し

に
は
、

畢
寛
、
室

に
向

つ
て
囎
…く
1

然
り
民
の
生
活
と
は
無
關
係
な
室
語
、
た
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ

ら
う
。
維
濟
學
的
人
肩
論
者
は
た
し
か
に
生
物
學
的
、
肚
會
學

的
研
究
所
産
に
疎
い
、
だ
が
そ
れ
以
上
に
生
物
學
者
、
枇
會
學

者
及
び
政
治
論
客
は
維
濟
學
的
見
地
を

等
閑
に
附
し
て
ゐ
る
。

ー

こ
れ
ら

の
諸
見
地
を
綜

合
し
て
の
、人

口
理
論

と
人

ロ
政
策

と

の
樹
立

、

少
く

と
も
そ

の
樹
立

へ
の
方
向

が
、
吹

の
十
年
間

イ

に
現
は
れ

て
來

て
欲
し

い
も

の
で
あ
る
。
」

(
小
著
、

=

エ
バ
ー

一

二
七
頁
)

但

し
若

し
、
こ
れ
ら

の
蕪
雑

な
る
記
述

が
過
ま

つ
て

『
人
的

資
源
研
究
」

の
品
位
を
不
當

に
傷
け

る

こ

と

と

も

な

る
な

ら

ば
、

筆
者
は

ふ
か
く
自
か
ら

の
非
禮

を

お

詑

び

せ

ね

ば
な

ら

ぬ
o
(
一
九
三
八

・、五
.
二

一
)

」

「




